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【特色ある教育活動】 

上 「除雪ボランティア」 

左下「命の授業（講師 吉田 征子 先生（助産師））」 

右下「東中ジョブチャレンジ（総合的な学習の時間（職場体験学習））」 

 

名寄市立名寄東中学校 
 



 



 



 



 



 



 



令和5年度 名寄市立名寄東中学校 グランドデザイン（案） 
【北海道教育推進プラン基本理念】 

自立 自然豊かな北の大地で、世界を見つめ、自立の精神にあふれ、自らの夢に

挑戦し、実現していく人を育む 

共生 ふるさとへの誇りと愛着をもち、これからの社会に貢献し、共に支え合う

人を育む 

 【 学校教育目標 】 
ともに生き 明日を拓く 創造と実践 

 
【校訓】 がんばる ねばる 

 
【 重 点 目 標 】 

知 主体的・対話的に深く学ぶ生徒  

徳 多様性を尊重し 互いに高め合う生徒 

体 健康に関心をもち 主体的に心身を大切にする生徒 

 
【めざす学校像】 

◯ 学ぶ楽しさと主体性あふれる学校 

 

【めざす教師像】 

◯ 主体的・対話的に深く学ぶ教師 

◯ やる気を起こさせる教師 

◯ 一人ひとりの思いによりそう教師 

 

【名寄市教育目標】 

1 北国の風土に生き たくましく成長する人をはぐくみます 

2 自ら学び 創造的に生きる人をはぐくみます 

3 ふれあいを大切にし 心豊かな人をはぐくみます 

4 勤労と責任を尊び よりよい社会を築く人をはぐくみます 

5 新しい時代を切り開き 郷土の発展に尽くす人をはぐくみます 

 

 

【 め ざ す 生 徒 像 】 

主体的・対話的に深く学ぶ生徒 多様性を尊重し 互いに高め合う生徒  健康に関心をもち 主体的に心身を大切にする生徒 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～学校・家庭・地域と協働して育てる「信頼される学校」経営～ 

＜地域とともにある学校づくり＞  

◎学校として育成を目指す資質・能力や学校経営

方針の家庭や地域との共有 

○家庭や地域との連携・協働による教育活動の充実 

◎学校運営協議会の活用促進（除雪ボランティア等） 

＜教育目標の具現化を目指すカリキュラム・マネジメント＞ 

◎目的を考えた教育活動の見直しとスリム化による、持

続可能な組織的・計画的な教育活動の質の向上の推進 

○教科等横断的な視点からの教育課程の改善 

＜ステージに応じて求められる資質を高める研修＞  

◎日常実践に直結する校内研修（ミニ研修、ワーショップ型研

修）の促進と、いじめ・不登校などの今日的な課題に対応で

きる力を高める研修の充実 

○メンター研修の推進によるキャリアステージに応じた資質の向上 

＜組織で取り組む危機管理＞ 

◎実態や状況、課題に応じた危機管理体制の確立

及び日常的な安全管理の徹底 

◎実効性のある危機管理研修の実施と工夫 

○教育公務員としての自覚と服務規律の保持 

＜学校の活性化を図る学校職員人事評価＞ 

◎年度の重点教育目標と関連を図った自己目標の

設定 

○年度の重点教育目標と関連を図った目標達成の

ための具体的取組方法の設定 

＜全教職員の経営参画を図る組織マネジメント＞ 

◎ミドルリーダーを中心とした協働体制の充実と、教職

員が自主的・主体的に学校運営に参画する経営の推進 

○教職員が生徒と向き合う時間の確保に向けた業務改善 

＜よりよい人間関係を育てる学年・学級経営＞ 

◎基本的な学習過程を通した人間関係形成と集団づくり

による、生徒一人一人が所属感と自己有用感を十分に

味わうことができる学年・学級経営の充実 

＜安全で潤いのある教育環境整備＞ 

○校舎内外の日常的な美化・整理整頓の推進 

○ＩＣＴ機器の効果的な活用 

○学習に適した教室環境の整備 ※1(2) 

＜適切で効率的な運用を図る学校事務＞ 

○効果的な予算執行と適切な事務処理の推進 

◎諸帳簿及び文書管理の徹底と監査体制の見直し 

＜学校改善に資する働き方改革の推進＞  

◎個々の教職員の課題意識と職員間の対話による

共通理解をふまえた目標設定 

○働き方改革コアチームによる改善プロセスの推進 
 

＜支援教育の理念・合理的配慮・ユニバーサルデザイン化の推進＞ 
 

※下線は学校力向上事業・名寄市教育改善プロジェクトと関わる部分 

＜よりよい生き方を目指すキャリア教育＞ 

◎ 学校教育全体を通した直接指導、間接指導、常時指導による基礎的・汎

用的能力の育成 （キャリア教育全体計画参照） 

○「キャリアパスポート」を活用した、生徒のよさや可能性をのばす評価の工夫 

＜主体的・対話的で深い学びによる確かな力を育む学習指導＞ 

◎自ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り組むための見通しをもったり振り返ったりする時間の充実と共有化 

◎各教科の特性に基づいた生徒の言語活動の充実 

○個別最適な学びと協働的な学びに向けた指導方法や教材等の工夫  

○一人一台端末の日常的な活用による授業改善の継続 

＜豊かな心を育む道徳教育＞ 

◎ 問題解決的な学習、体験的な学習、いじめ防止にかかわる学習等の

計画的な実践と充実 

○ 自分の考えを基に話し合ったり書いたりするなどの言語活動の充実 

○ 積極的な授業公開と通信等による実践紹介 

＜自己をよりよく導く生徒指導＞ 

◎ 生徒の発達段階に応じた自己選択や決定の場や機会の設定と、自己

指導能力を育成する取組の充実（改訂された生徒指導提要をベースに） 

○ 保護者や関係機関と連携を図るとともに、個々の児童生徒の実態に応

じた支援に努める不登校生徒への対応（Rルームの効果的な活用を含

む） 

＜個と集団のよさを実感する特別活動＞ 

◎ 基本的な学習過程を通して所属感や自己有用感をもたせる指導の工夫 

○ 自主的・実践的な態度を育み、自立を促す生徒会・委員会活動や学級

活動の工夫 

○ 活躍の場がある体験活動、勤労体験、奉仕活動の工夫と充実 

＜生徒の自主的・自発的な参加により行われる持続可能な部活動＞ 

◎ 目的と目標を明確にし、自主的・自律的に取り組む部活動の推進 
○ 保護者、地域指導者、関係団体、他校等との連携を図る 

○ 体罰の厳禁、部活動に関する規則の徹底(活動時間、部活動休止日等) 

＜生命を尊び、自ら心身を鍛える健康教育＞ 

◎ 自ら課題をみつけ解決する過程を重視した健康・安全意識の高揚と危

険回避能力の育成 

○ 家庭・地域との協力による基本的生活習慣の育成 

○ 専門機関と連携した、防犯教室、食育、命の授業、防災訓練、避難訓

練、救急救命講習等の実施と充実 

＜地域の特色や今日的課題を踏まえた総合的な学習の時間＞ 

◎ 学び方やものの見方・考え方を身に付ける指導の工夫 

○ 主体的な学びを促す自己評価や相互評価、振り返りの工夫 

○ 育てた資質・能力を明確にした外部人材の積極的な活用 

 

＜一人一人のニーズに応じた特別支援教育＞ 

◎ 一人ひとりの困り感への共通理解を基にした校内支援体制の充実 

◎ 個別の指導計画、教育支援計画の作成と充実 

○ 困り感のある生徒への教育支援の充実に向けた特別支援教育専門家

チーム等による教育相談の活用 
＜外国語によるコミュニケーション能力を育む国際理解教育＞ 

◎ 聞くこと・話すこと等を通して音声や表現に慣れ親しむ指導方法の工夫 

○ 異文化や外国語に興味をもち生き生きと活動する指導計画の作成 

○ ALTの効果的な活用による授業改善の推進 


